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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波プローブから出射され被診断部位で反射して戻ってきた受信エコー情報を物理的
に連続した複数のエコーデータとして格納する記憶手段と、
　複数のエコーデータを被診断部位の任意の断面のＢモード超音波断層画像フレームデー
タに変換する変換手段と、
　前記変換手段により作成されたＢモード超音波断層画像を連続して表示する表示手段と
、
　前記Ｂモード超音波断層画像を構成する各エコーデータ毎に、目的物体の手前にあるエ
コーデータの隆起部分を判別する判別手段と、
　前記Ｂモード超音波断層画像を構成する各エコーデータ毎に、前記判別手段により判別
されたエコーデータの隆起部分より求められた境界点を開始点とし、音響走査線方向にお
ける前記開始点からのエコーデータに基づいて三次元画素値を算出する画像処理手段とを
備え、
　前記表示手段は、前記画像処理手段により算出された音響走査線毎の三次元画素値の集
合体として三次元画像を表示する超音波診断装置。
【請求項２】
　前記超音波診断装置はさらに、前記開始点の設定条件に基づいて、前記判別手段により
判別された前記エコーデータの隆起部分を前記開始点として選択し、前記画像処理手段に
出力する開始点選択手段を備えた請求項１記載の超音波診断装置。
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【請求項３】
　前記超音波診断装置はさらに、前記判別手段により前記エコーデータの隆起部分が判別
できない場合、または前記判別手段からの判別結果が前記開始点選択手段に設定される前
記開始点の設定条件を満たさない場合、現在の音響走査線以前の音響走査線で決定された
開始点から、現在の音響走査線に対する開始点を近似予測により決定する開始点予測手段
を備えた請求項２記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記開始点の判別、選択、決定および前記三次元画像の表示は、リアルタイムで、また
は前記記憶手段にエコーデータが格納された後にオフラインで実施される請求項３記載の
超音波診断装置。
【請求項５】
　前記表示手段は、前記開始点を前記Ｂモード超音波断層画像上に表示する請求項１から
４のいずれか一項記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に係り、特に超音波診断装置における三次元超音波画像の構
築処理技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の超音波診断装置において、三次元画像の構築範囲の指定を自動化する方法では、
三次元画像の要素である各二次元Ｂモード断層画像における目的物体の手前におけるエコ
ーデータの落込部分を利用して、目的物体の手前に適切に境界点（三次元画像処理の開始
点）を設定している（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００１－１４５６３１号公報（第５－７頁、第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、従来のエコーデータの落込部分を利用した境界点の設定方法においては
、目的物体とその手前間にエコーデータの落込部分がなければ、境界点が設定されないと
いう問題があった。
【０００４】
　例えば、妊娠後期において、羊水が減少し、胎盤と胎児が接した場合、従来方法では、
境界点を設定できず、三次元画像処理の開始点を決定できない。
【０００５】
　本発明は、従来の問題を解決するためになされたもので、エコーデータの落込部分がな
い場合でも、目的物体の境界点を設定し、そこを開始点として三次元画像を構築すること
のできる超音波画像診断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記の目的を達成するため、本発明に係る超音波画像診断装置は、超音波プローブから
出射され被診断部位で反射して戻ってきた受信エコー情報を物理的に連続した複数のエコ
ーデータとして格納する記憶手段と、複数のエコーデータを被診断部位の任意の断面のＢ
モード超音波断層画像フレームデータに変換する変換手段と、変換手段により作成された
Ｂモード超音波断層画像を連続して表示する表示手段と、Ｂモード超音波断層画像を構成
する各エコーデータ（音響走査線データ）毎に、目的物体の手前にあるエコーデータの隆
起部分を判別する判別手段と、Ｂモード超音波断層画像を構成する各エコーデータ（音響
走査線データ）毎に、判別手段により判別されたエコーデータの隆起部分より求められた
境界点を開始点とし、音響走査線方向における開始点からのエコーデータに基づいて三次
元画素値を算出する画像処理手段とを備え、表示手段は、画像処理手段により算出された
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音響走査線毎の三次元画素値の集合体として三次元画像を表示する構成を有している。
【０００７】
　この構成により、二次元又は三次元のデータ取込空間内に存在する目的物体の手前にあ
るエコーデータの落込部分または隆起部分（特徴データ部分）を利用して、目的物体の手
前に適切に境界点を設定した上で、その境界点を演算開始点ととして利用して三次元画像
処理を行うことができる。
【０００８】
　本発明に係る超音波診断装置はさらに、外部から入力される開始点の設定条件に基づい
て、判別手段により判別されたエコーデータの隆起部分を開始点として選択し、画像処理
手段に出力する開始点選択手段を備えた構成を有している。
【０００９】
　この構成により、目的物体の手前にあるエコーデータ落込部分または隆起部分（特徴デ
ータ部分）のいずれか一つまたは両方を選択して、特徴データ部分が異なる場合にも、目
的物体の手前に適切に境界点を設定した上で、その境界点を演算開始点として利用して三
次元画像処理を行うことができる。
【００１０】
　また、本発明に係る超音波診断装置はさらに、判別手段によりエコーデータの隆起部分
が判別できない場合、または判別手段からの判別結果が開始点選択手段に設定される開始
点の設定条件を満たさない場合、現在の音響走査線以前の音響走査線で決定された開始点
から、現在の音響走査線に対する開始点を近似予測により決定する開始点予測手段を備え
た構成を有している。
【００１１】
　この構成により、エコーデータの落込部分または隆起部分の特徴データ部分がない場合
にも、三次元画像処理の開始点を決定することができる。
【００１２】
　また、本発明に係る超音波診断装置は、開始点の判別、選択、決定および三次元画像の
表示は、リアルタイムで、または記憶手段にエコーデータが格納された後にオフラインで
実施される構成を有している。
【００１３】
　この構成により、リアルタイムで三次元画像を表示するか、または一時取り込んだエコ
ーデータから三次元画像を表示するかを選択できる。
【００１４】
　また、本発明に係る超音波診断装置において、表示手段は、開始点をＢモード超音波断
層画像上に表示する構成を有している。
【００１５】
　この構成により、三次元画像処理の開始点を操作者に明示することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、エコーデータの落込部分がない場合でも、目的物体の境界点を設定し
、そこを開始点として三次元画像を構築して表示できる超音波画像診断装置を提供するこ
とが可能となる、という格別な効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の好適な実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の一実施の形態に係る超音波診断装置の一構成例を示すブロック図であ
る。
【００１９】
　図１において、超音波プローブ１から送信され被診断部位で反射されて超音波プローブ
１で受信された超音波信号は、受信信号処理部２により、増幅、検波等の信号処理が施さ
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れ、物理的に連続した複数のエコーデータとしてシネメモリ５（記憶手段）に一時格納さ
れる。それと同時に、受信された超音波信号は、受信信号処理部２に供給され、デジタル
・スキャン・コンバータ（ＤＳＣ）３（変換手段）により、複数のエコーデータが被診断
部位の任意の断面のＢモード超音波断層画像フレームデータに変換され、Ｂモード超音波
断層画像としてディスプレイモニタ４（表示手段）に表示される。
【００２０】
　また、シネメモリ読み出し制御部６、シネメモリ読出しアドレスカウンタ１１、シネメ
モリ書き込み制御部８、シネメモリ書込みアドレスカウンタ１２、および三次元画像処理
部７（画像処理手段）により、シネメモリ５に格納された前回のエコーデータを元に三次
元画像が作成される。また、操作者は、入力装置１０を介して、三次元画像を作成するた
めの、後述する開始点の設定条件を含む各種条件を指定し、システム制御部９は装置全体
を制御する。
【００２１】
　次に、以上のように構成された超音波診断装置の動作について、本願発明の特徴的構成
とともに説明する。
【００２２】
　シネメモリ読み出し制御部６は、シネメモリ５の連続したフレームからエコーデータを
読み出し、三次元画像処理部７は、Ｂモード超音波断層画像のエコーデータからボリュー
ムレンダリング法によって三次元画像を作成する。
【００２３】
　三次元画像処理開始処理部１３（判別手段）は、シネメモリ読み出し制御部６により、
連続したフレームから読み出されたエコーデータを区間平均化処理した後、そのデータ値
を前後比較し、その差が閾値に対して負になった場合をエコーデータ列の落込み部分とし
て判別し、またその差が閾値に対して正になった場合をエコーデータ列の隆起部分として
判別する。
【００２４】
　さらに、論理処理部１４（開始点選択手段）は、三次元画像処理開始処理部１３により
判別された正負の値に対して、入力装置１０から設定された、三次元画像処理の開始点の
設定条件に合わせて、組合わせ、すなわち正の場合のみ、負の場合のみ、および正負両方
の場合のいずれかを選択し、最終的な三次元画像処理の開始点を決定し、この開始点をエ
コーデータ列アドレスとして三次元画像処理部７に設定し、三次元画像処理が開始する。
【００２５】
　また、開始点予測処理部１５（開始点予測手段）は、過去のエコーデータ列の三次元画
像処理アドレスを記憶し、三次元画像処理開始処理部１３において該当するエコーデータ
列の落込み部分および隆起部分が正負の閾値を越えない場合、または三次元画像処理開始
処理部１３からの判別結果が論理処理部１４に設定される開始点の設定条件を満たさない
場合、過去のエコーデータ列の三次元画像処理アドレスから、該当するエコーデータ列の
三次元画像処理アドレスである開始点を近似予測により決定する。
【００２６】
　上記処理は、エコーデータ列が読み込まれながら、すなわちリアルタイムで実施される
か、一旦シネメモリ５に格納された後、オフラインでも実施できる。
【００２７】
　図２Ａは、本発明の一実施形態に係る超音波診断装置を用いて胎児に対する複数のエコ
ーデータ列における三次元画像処理の開始点を決定する一例を示す模式図である。図２Ａ
において、２１は複数のエコーデータ列を示し、第１のエコーデータ列２１－１、第２の
エコーデータ列２１－２、…、第（ｎ－１）のエコーデータ列２１－（ｎ－１）、第ｎの
エコーデータ列２１－ｎ、…から成る。
【００２８】
　図２Ｂに示すように、第１のエコーデータ列２１－１の振幅情報に対しては、三次元画
像処理開始処理部１３において、羊水部に対応したエコーデータの逐次比較が行われ、そ



(5) JP 4383832 B2 2009.12.16

10

20

30

40

50

の前後のデータ列の差が負の値となるので、入力装置１０から入力された変更可能な閾値
ΔＤを超えるエコーデータ列の落込み部分２３が三次元画像処理の開始点として決定でき
る。
【００２９】
　一方、図２Ｃに示すように、第２のエコーデータ列２１－２の振幅情報に対しては、三
次元画像処理開始処理部１３において、胎児の頭かい骨部２２（図２Ａ）に対応したエコ
ーデータの逐次比較が行われ、その前後のデータ列の差が正の値となるので、入力装置１
０から入力された変更可能な閾値ΔＵを超えるエコーデータ列の隆起部分２４が三次元画
像処理の開始点として決定できる。
【００３０】
　しかし、図２Ｂおよび図２Ｃにおいて、正負のデータ差が閾値を越えない場合、開始点
予測処理部１５に蓄積された過去のエコーデータの三次元画像処理アドレスから、該当エ
コーデータの三次元画像処理アドレスが開始点として決定される。
【００３１】
　また、図２Ｄに示すように、第ｎのエコーデータ列２１－ｎでは落込み部分および隆起
部分がなく、この場合、以前のエコーデータ列である第１のエコーデータ列２１－１～第
（ｎ－１）のエコーデータ列２１－（ｎ－１）（図２Ａ）から開始点予測処理部１５で近
似予測処理を行い、三次元画像処理の開始点を決定する。
【００３２】
　以上のようにして決定された三次元画像処理の開始点は、二次元のＢモード超音波断層
画像上に表示され、操作者に明示される。
【００３３】
　以上のように、本実施の形態によれば、各エコーデータ（音響走査線データ）毎に目的
物体手前のエコーデータの落込み部分および隆起部分を判別し、境界点を自動的に設定し
、各エコーデータ(音響走査線データ)毎にその境界点を開始点として、音響走査線方向に
おける開始点からのエコーデータに基づいて三次元画像を構築して表示することができる
。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　本発明に係る超音波診断装置は、三次元画像化の範囲を適切に自動設定することが可能
となり、また例えば胎児だけを三次元画像として明確に表現できるという利点を有し、三
次元表示超音波診断装置等として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の一実施の形態に係る超音波診断装置の一構成例を示すブロック図
【図２Ａ】本発明の一実施の形態に係る超音波診断装置を用いて胎児に対する複数のエコ
ーデータ列における三次元画像処理の開始点を決定する一例を示す模式図
【図２Ｂ】図２Ａにおける第１のエコーデータ列の振幅情報を示す波形図
【図２Ｃ】図２Ａにおける第２のエコーデータ列の振幅情報を示す波形図
【図２Ｄ】図２Ａにおける第ｎのエコーデータ列の振幅情報を示す波形図
【符号の説明】
【００３６】
　１　超音波プローブ
　２　受信信号処理部
　３　ＤＳＣ（変換手段）
　４　ディスプレイモニタ
　５　シネメモリ（記憶手段）
　６　シネメモリ読出し制御部
　７　三次元画像処理部（画像処理手段）
　８　シネメモリ書込み制御部
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　９　システム制御部
　１０　入力装置
　１１　シネメモリ読出しアドレスカウンタ
　１２　シネメモリ書込みアドレスカウンタ
　１３　三次元画像処理開始処理部（判別手段）
　１４　論理処理部（開始点選択手段）
　１５　開始点予測処理部（開始点予測手段）
　２１　複数のエコーデータ列
　２１－１　第１のエコーデータ列
　２１－２　第２のエコーデータ列
　２１－ｎ　第ｎのエコーデータ列
　２２　胎児の頭かい骨部
　２３　エコーデータの落込み部分
　２４　エコーデータの隆起部分
　２５　予測された開始点

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図２Ｃ】
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摘要(译)

要解决的问题：提供超声波图像诊断设备，即使没有回波数据的下降部
分，也可以通过设置边界点，以目标物体的边界点为起点构建和显示三
维图像。解决方案：三维图像处理的起始处理部分13通过构成B模式超声
波的每个回波数据来区分目标物体的这一侧上的回波数据的下降部分和
凸起部分，并指定边界点为三维图像处理的起点。三维图像处理部分7基
于来自声扫描线方向上的起点的回波数据构建三维图像，并将其显示在
显示监视器4上。
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